
長唄の旋律生成に関する一考察

一多様な旋律を生み出す仕組みを探る一

小塩さとみ

1.は乙めに

長唄は十八世紀に歌舞伎舞踊の伴奏音楽として成立した三味線音楽の

一種目である。義太夫節や大薩摩節など語り物の三味隷音楽では、多く

の曲で共通して使われる「名称をもっ旋律型Jを基盤にして楽曲が構成

されるのに対し、長唄の旋律は、桔互に類似性は感じられでも、各曲の

旋律における個々の音の動きは異なっている 9 このような長唄の旋律に

類似性を与えている音のパターンは fゆるやかな旋律型jと呼ぶことが

できる。長唄にも fオトシj や「段切Jなど、名称をもっ旋律型がある

が、「ゆるやかな旋律型jには名称がなく、演奏家によって言語化されな

い f見えない理論J(蒲生;箆丸 1985: 5)に基づく音進行のパターン

であると言える。

fゆるやかな旋律型j は、三味線の諒弦と密接な関孫をもっD このこ

とは、旋律の音の動きに対して f本調子らししリ「二上りらしいjなどの

表現が行われることからも読みとれる。筆者は、調弦によって三味線を

演奏する時の左手の運動が異なること、および、同じ音高であっても異

なる弦で弾く音を厳密に区別する長唄の音楽慣習に着巨し、「ゆるやかな

旋律型j は三味線の演奏者が弦を押さえる時の左手の棒上運動によって

規定されていると考え、三下り調弦に関して、演奏時の左手の運動に基

づく旋律生成モデ、ノレを作成した(小塩 2002)。この旋律生成モデルの作

成は、享保~宝麿期 (1716"-'1764) ~こ作曲された三下り曲 17 曲の分析

データiこ基づいて行ったが、作成した旋律生成モデルを用いて、文政~
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弘化期 (1818'"'-'1848) の三下り曲目曲についても分析を行ったD その

結果、旋律を生み出す基本的な左手の運動パターンは共通であるが、音

の進行方法には享保~宝暦期の作品と異なる傾向も観察された(小塩

2002 : 146・152)0 つまり、 fゆるやかな旋律型j が三下りに共通の様式

感を生み出している一方で、詳絡に観察すると、作曲年代により、ある

いは作曲者や作品の性格により、旋律の作られ方には差異があり、それ

によって長唄の様式的な多様性が作られているのである。この小論では、

時代の異なる 2つの分析対象曲群を設定し、両者を比較することにより、

持代や作品の性格によって、三下り曲の旋律を生み出す仕組みにどのよ

うな変化が起きているのかを考察する。

2.分析対象曲

作曲年代の異なる 2つの分析対象曲群を設定するG 分析対象曲群の設

定に当たっては、作曲者による旋律様式の違いが分析結果に与える影響

を除外するために、詞一作曲者による作品を選定した。分析する旋律は

すべて三下り調弦 1)によるものである。表 1に分析対象曲の一覧を示す

2) 
O 

分析対象曲の第 I群は、七代自杵屋喜三郊により作曲された 3曲で、

長唄の歴史の中で「発生期J(植田 1966: 24) と位置づけられている享

保~寛延期 (1716'"'-'1751)の作品である。この時代の長唄曲は、大半が

三下り曲で、地歌からの影響が大きい 3)。この時代の曲は、 f優雅でしん

みりとした三下り調子J(植田 1989: 521) などと記述されることが多

く、三下りに対する一般的なイメージを作り出している。
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表1 分析対象曲

曲名 {惜年 ;倍麿} 譲誌 {宇曲者 持母ま

1 -1 {蹴酋安寺 享保16年
官甘羽34 

一一 七代目杵塞喜三部 1371 

1 -2 相生獅子 享探19年 一 -t1-t目衿霊室315 997 一
1 -3 樹諦子 寛保2年 ;す42 三→本→三 七代目耗屋喜三部 1206 

I合計 上記3曲の三下り務長合言科書撒 3574 

ll-1 宮女 天保元年

j;:11唱8日3部30 8 

[本〕→二→三 すイ等割皇室占長手守 223 

ll-2 錯!覇軍 天保7年 本→二→本→壬→本 すイ荘豹島望講守 30.5 

ll-3 巽入景 ヌゴ呆9年 一一 i1一頃場面車内 487 

ll-4 助六 天保12年 11841 本→三 サイ沼i画百葬門 327.5 

ll-5 顛ヨ絵 天保12年 11841 す1-混猛志議F守 510.5 

亘-6 秋の色麓 弘化2年 JJ白5 本→一→コ す1一珪引量百護問 151 

亘-7 花見車 弘北4年 1847 ー~砂ーー すT留軍言者章門 468.5 

亘合計 上記7曲の三下り器扮合計小麓激 2198 

分析対象曲の第亘群は、天保~弘化期 (1830'"'"'1848)に十代目;杵屋六

左衛門が作曲した 7曲である。この時代は長唄の f隆盛期J(植田 1966: 

25)前半に当たり、 1告の中で複数の調弦を組み合わせた作品も多い。

歌舞伎舞踊曲の他に、純粋の音楽鑑賞曲として作曲された所謂 fお座敷

長唄j も盛んに作られ、多様な旋律様式が生み出された時代である。三

下り部分の曲読も「本来の地味で優美な落ち着きのある曲調から、漸時

華やかさや愉快さをねらう傾向が加わって来て、(中略〉色々な曲趣を

持った三下り曲が作られる様になったJ(浅)111994 : 90) と指摘されて

いるように、初期の長唄から変化していることが先行研究でも指擁され

ている。今回の分析対象虫に関しては、 7曲のうち、全曲通して三下り

のものは 2曲にすぎず、曲の途中で本調子から三の糸を抵くして三下り

となる曲が 2曲 曲の途中で二上りからーの糸を高くして三下りとなる

曲が 3曲である。
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3. rゆるやかな旋律型Jの詩代による変化

小塩 2002では、三下り旋律を、左手の運動パターンに基づいて 5つ

のタイプに分類した。つまり、三下り調弦には fゆるやかな旋律型Jと

して 5つのタイプがあると考えることができる。ここでは、使用頻度の

高い 3つの旋律型を旋律型A"""'Cと呼び、これら 3種の旋律型を対象に

左手の運動パターンに基づく旋律の作られ方について、 2つの分析対象

曲群における違いを明らかにしてし、く o

3.1旋律型Aにおける旋律生成の違い

旋律型Aの音の動きを作り出す左手の運動パターンを密 1に示す。

図工 旋律型Aの音の動きを作り出す左手の運動パターン

φ 

6 
第E弦一一

。二人差詣 ロ=薬指

点線は核となる運動を装聾するポジション内運童書

A-Q) 

A-④ 

7 ・ 3・

第豆弦 1 4 6n 

第 I弦・7 2 

留は演奏者から見た三味線の樟を示している。留の左側が、演奏者が

楽器を構えた時の左上方部分で、図の右側は三味線の膜へとつながる奏

者の右下方部分である。弦を人差指で押さえる時の左手首の位置を fポ

ジションJと名付け Pで示している。 POは開放弦を表し、 Plは棒の

最上部の望書所(開放弦より半音上)を人差指で押さえる時の左手首の位
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置、 P2は開放弦より全音上の勘所を人差指で押さえる時の左手首の位

置を示す。 P2で薬指を用いると、人差指で押さえる音より半音高い音

が作られる 4)。図の下に小十郎譜5) の記譜法でそれぞれの勘所に対応す

る音高を示した。

この旋律型の核となる音の動きは、黒丸で示した 2つの勘所〈三の糸

のP2とこの糸の P1)を人差指で移動する左手の運動A一①により生み

出される。 A-①によって作られる旋律は、三の糸の P2を人差指で押さ

えた議所 r7 Jと、二の糸の開放弦である r3 J という 2つの中心音を

もち、二の糸の Plを人差指で押さえた勘所音 f4J は、二の開放弦を

装飾する音として機能する。 2つのポジションの人差指音(r7 Jとr4 J)、

二および三の糸の開放弦 (f3 Jおよび r6 J)、 P 2の薬指音 (fl・J)

という 5つの音を組み合わせ、出現顕序やリズムを変化させることによ

り、 A-①という 1つの運動パターンから多様な旋律を作り出すことがで

きる。

譜例 1はく傾城道成寺>の冒頭部分の楽譜で、 A一①の運動に基づいて

生み出された旋律部分であるc 音符の下に、小十郎譜の記譜法による音

高表示を併記した。この旋律には、 A-①の運動に加えて、中心音を装飾

する他の左手の運動も出現している。上方の中心音 r7 J は、薬指でP

5から P2まで移動する A一@の運動 (f3・J→ rl・J) によって、また

下方の中心音である r3 Jは、二の糸の P1とーの糸の P3との聞を移

動する運動 (r4 J←→ r 3 J←→ r 2 J) によって装飾されている。こ

の譜例には現れていないが、二の糸の P1とP 4の関を人差指で移動す

るA-③の運動 (r4 J ←→ r6IIJ)も中心音 r3 Jを装録する運動パター

ンとして頻繁に黒いられる。

以上の基本的な左手の運動パターンに加えて、旋律型Aにはいくつか
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の特徴的な音の進行が見られる。譜例 1の中に U の記号で、括って示し

た r6 II .むという音の動きはその 1つで、三の糸の P2で作られる音

から一時的に逸脱し、また同じポジションに戻ってくる一種の装飾的な

役割をもっている。

譜例1 く領域道成寺>冒頭部分の旋律 (使用灘普より訳語

i三千ミJ)
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第 I群における旋律型Aの特徴は 2つある。 1つは、旋律型Aの大部

分が、譜例 1の旋律のように下行フレーズを形成することである。フレー

ズは高音の中心音「わから始まり、低音の中心音 r3 Jで終止する額

向が強く、時にはさらに下行してーの糸の開放弦ド7Jの音で終止する

こともある。途中で一時的に上行フレーズが現れることもあるが、旋律

の大きな区切り呂では、下行形が必ず用いられる。もう 1つの特徴は、

下行フレーズが幾重にも繰り返される傾向をもつことである。諮伊f1で

も、旋律型A'こ基づく下行フレーズが連続しているが、このように、類

似のフレーズを繰り返しながら曲が展開することが多い。

一方、第E群の旋律型Aでは、下行フレーズも、上行フレーズも頻繁
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に現れる。譜例 2は<巽八景>の冒頭部分である。<額域道成寺>と同

様に r7 Jの音で開始したフレーズは、旋律型Aの核となる運動A-①に

よって下行し、下方中心音である r3 Jに到るが、そこから再びAベDの

運動により r7Jの音へ呂帰している。このようにフレーズの最後が r7 J 

の音で終わる場合も多く、旋律の大きな区切り自でも r7Jの音で終止

する場合と、第 I群のように r3 Jの音で終止する場合の両方が見られ

る。

フレーズの繰り返しは、第E群でも頻繁に行われるが、第 I群に比べ

ると繰り返し回数は少なく、また上行フレーズと下行フレーズが併用さ

れるため、繰り返しによる単調な印象は少ない。第E群では、核となる

べきA一①の運動が現れずに、 2つの中心音のどちらか 1つを中心に旋律

が展開するフレーズもみられる。中心音が 1つの場合には、長いフレー

ズが展開されることは少ない。

譜例2 く巽八景>冒頭部の旋律
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3.2旋律霊Bにおける旋律生成の違い

函 2は旋律型Bを生み出す左手の運動パターンである。旋律型Bの核

となる音の動きは、 P5のポジションで三の糸と二の糸の勘所を押さえ

る運動B-①によって作られる。図の中で黒丸により示された勘所がこの
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旋律型の核となる音を作り出し、図の中に示した飽の左手の運動により、

中心音 r3・j の音が装飾される。

密2 旋律型Bの音の動きを作り出す左手の運動パターン

φ 

6 
第亙弦

第 E弦 J

第 I弦ヴ

。=人差指ム=中指口=薬指

点線iま接となる運動を装飾するポジション内運欝

P4 

B一号

2・ 3・4刷 #4・5・ 6・ 7・

Z孟i五二

譜例 3は第 I群における旋律型Bの伊jである。フレーズ前半は、中心

音 f3・j を装飾する左手の運動が多様に展開する。しかし核となる運動

B一①が現れると、旋律型Bとしての音の動きはそれ以上展開せず、他の

旋律型へと移行することが多い。移行時には f6耳・むという音型を介

する場合と、三の糸の開放弦を分して移行する場合の二通りがある。 B-

①が出現した後に、再び旋律型Bの動きを繰り返すこともあるが、フレー

ズとしての展開には乏しい。

第E群における旋律型Bは、第 I群と同様にフレーズ後半で旋律型A

に移行することも多いが、譜例4に示すように、 B-①の運動の後に音の

動きが展開したり、第 I群であれば旋律型Aに移行するであろう音の動

きの後に、再び、中心音 r3・j へ屈掃することもある。三の糸の高音域で
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旋律を展開することも多く、第 I群に比べ、旋律型Bのみで独立したフ

レーズを形成する割合が高くなっている。

譜例3 第 I群における旋律型Bの音の動き

1と2はく領域道成寺>、 3はく税調子〉、 4はく相生獅子>からの例
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譜例4 第E群における旋律型Bの音の動き

1 はく島.}j~会〉、 2はく巽八景〉、 3はく秋の色濯〉からの例
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3.3旋律型Cにおける旋律生或の違い

~3 は旋律型C を生み出す左手の運動パターンである。旋律型Cは核

となる音の動きを 1つに定めることが難しい。旋律型Cの音の動きには、

P4で三の糸と二の糸の勘所を押さえる運動c-①に基づくものと、三の

糸の Plと二の糸の P3の聞を移動する C一②が、三の糸でP1とP4の

間を移動する運動c-③と連結して生まれるものの 2種類があり、手の運

動は異なるが音の動きは類似している。

函3 旋律型Cを生み出す左手の運動パターン

0=人差指 ム=中指 ロ=薬指

点線は核となる運重告を装鋳するポジション肉運動

φ 

/ー¥

6 
第E弦

第五弦 J 

第 I弦 .7

P3 

1>7 

5 

P5 

c-④ 

2・ 3・

亘主主ヱ旦

旋律型Cは、曲の終止部である f段切」で用いられるため、三下りの

特徴的な音の進行と言われることもあるG しかし実際に曲中で使用され

る頻度はそれほど高くない。第E群の作品の中には、く巽八景>や<助

六>のように、 f本調子の段切の型J(加納 1985: 86) を使用するもの

もあり、その場合段切の音の動きは旋律型Aに基づく o

旋律型Cの音の進行iこ関しては、 2つの対象曲群の間に大きな違いは

見当たらないむ 1つのフレーズの中にC一①からc-④まですべての運動
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パターンが現れることもあれば、どれか 1つの運動のみでフレーズを作

ることもある。旋律の中心音は、三の糸の開放弦である r6 J、同じ音高

だがこの糸のP4を人差指で押さえる r6 II J、三の糸の P4の人差指吾

r2・Jの3種類と考えられるが、能の旋律型と異なり、中心音を弛の音

で装飾する動きはあまり見られない。そのため、旋律型Cだけで長いフ

レーズを展開することは少なく、フレーズの後半から旋律型Aに移行す

ることが多い。

譜例5 旋律型Cの膏の動き

1はく秩の色麗>の設切部分、 2はく儀燐差成寺>、 3はく花見車〉からの例
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4.詩代による旋律型の分布の変化

次に曲中で使用される旋律型の分布を比較してみよう。表 2は2つの

分析対象群における旋律型の分布を示したものである。

第 I群における旋律型の分布は、旋律型Aの占める割合が非常に高く、

旋律型A'"'"'Cの割合が 3曲で類似している。これに対して、第E群にお

ける旋律型の分布は、第 I群に比べて旋律型Aの占める割合が低く、旋

葎型Bの占める割合が概して高くなっていること、また出によって 3つ
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の旋律型を使用する富合にばらつきがあることが読みとれる。第E群の

作品が多様な虫調をもつことは先行研究でも指摘されているが、使用す

る旋律型の分布の違いが、曲調の違いを作り出す一因となっていると考

えることができる。

表2 分析対象曲における旋需型の分布

曲名 旋律型 A 旋律型 B 旋律型 C 

そeのi、械他 (%) 

合計

(持機 (%) 判長激) (今も〉 付費税 (%) (!J者数)

I -1 {震城盈支寺 1024 ! 74.7 138.5 l 10.1 133 9.7 75.5 ~ 5.5 1371 

I -2 本陸自静子 788.5 79.1 105.5 10.6 83.5 8.4 19.5 2.0 997 

I -3 枝撫子 887 73.5 158.5 13.1 132.5 11.0 28 2.3 1206 

第I群合計 2699.5 75.5 402.5 11.3 349 9.8 123 3.4 3574 

II-1 宮女 114 51.1 79 35.4 16 7.2 14 6.3 223 

豆一2 健イ離事 18 59.0 2 6.6 10.5 34.4 Q O 30.5 

豆-3 巽八景 296 60.8 127 26.0 43 8.8 21 4.3 487 

豆-4 助六 245.5 75.0 50 15.0 9.5 2.9 22.5 6.9 327.5 

II-5 顛ヨ絵 236.3 46.3 187.8 36.8 63.5 12.4 23 4.5 510.6 

耳目§ 秋の色麓 65 43.0 69.5 46.0 11.5 7.6 5 3.3 151 

II-7 花見車 197.5 41.8 186 39.4 63 13.3 25.5 5.4 472 

第E群合計 ?π6. j 53.5 685.8 I 31.2 208.5 立5 127 1 5.8 2198.1 

5.第五群における新しい旋律生成法

ここまでは、第 I群で設定した旋律型に基づいて音の動きの変化を考

察してきた。このような変化に加え、第E群の作品では、第 I群の旋律

型には当てはまらない左手の運動パターンが使われている G 特に、複数

の曲に共通して見られる左手の運動として、三の糸の P2とP4の間を

人差指で移動するパターンを指摘することができる。譜例 6にこの運動

パターンに基づいて作られている旋律の例を示す。
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第E群における新しい左手の運動ミターンに基づ、く旋律

1はく秋の色謹>、 2はく巽八景〉、 3はく花見車〉からの伊i

譜例6
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これらの旋律は、表 2，こ示した旋律型の分布では、旋律型Aと、旋律

しかし、譜例型Bまたは旋律型Cの関の移行運動として集計を行った。

に示した音の進行をフレーズとの濁係から考えると、別の旋律型に移行

したというよりは、むしろこの左手の運動によって 1つの旋律の動きが

く秋の色種>や<花見車>の旋生み出されているという印象を受ける。

という音の動きは、本調子の基本的な左手律に見られる f7→2・→3・j

の運動により作られる膏の進行であるc 第E群の作曲者である十代目杵

屋六左衛門は、河東節や一中第など浄瑠璃作品から大きな影響を受けて

(稀音家 2002: 48)。浄瑠璃が本調子で作曲されていることを考えし、る

ると、他の調弦での音進行が先に想定され、それを三下りで実現するた

これまでとは異なる方法で旋律がめに樟上で左手を移動させるという、

生み出されていると考えることができょう。

第E群の作品には、組の作品から旋律が引用されている場合も見られ

の旋律が使わ

く花見車>では下座音楽の f凄みj やく英執着獅子>の旋
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律の一部が引用されているc このような引用は、先行曲がもっ雰囲気を

表現手段として利用するために行われるもので、これも旋律生成の方法

のひとつと位置づけることができょう。

6.旋律生成における奏法やワズムの役割

旋律の生成には、左手の樟上の運動パターンの他に、右手のパチの動

きや、左手の指で弦をはじいて音を出す動作など、ヲズムや奏法も大き

く関わっているG 同じ左手の運動パターンに基づいていても、多様な旋

律を生み出すことができるのは、リズムや奏法によって音の動きに変化

が与えられているからである。左手の運動に基づく音の進行に、音舘や

りズムを与える方法は、「等拍付加型Jと「拍分割型jの2つのタイプに

大きく分類できる。

譜例 1の旋律は、等拾付加型の例であるc 同じ音高が繰り返されるこ

とが多く、旋律を構成する音は、基本的に胃じ音価をもち、これが旋律

の基本拍となる。時折長い音価をもっ音が入ることにより、旋律の動き

に変化が与えられている。譜例 2や譜例 6-1も等拍付加型の旋律である。

等拍付加型の旋律は、嘆の伴奏部分で出現することが多い。唄の節が重

視され、三味線は唄の伴奏としての役割を担う。第 I群では、等拍付加

型によって長いフレーズが毅ぎ出されることが多く、出中で等拾付加型

の旋律が占める割合も高い。これに対して、第E群では概して等拍付加

型の旋律型は減少し、第 I群に比べ出現しでも短いフレーズで完結する

ことが多い。

譜例 3-2、譜例 3-4、譜例 5-2は、第 I群における拍分割型の旋律

例である。拾分割型ではスクイやハジキなど特殊奏法がしばしば使われ、

基本拍の分割による細かい音価で旋律が進行する。拍分割型の旋律は合
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の手や合方で出現することが多く、唄の伴奏部分で使われる時には、歌

詞のPズムを活かした言葉中心の旋律が唄われる。第 I群の作品では、

拍分割型が使われでも長いフレーズ形成することは少なく、拍分割型の

旋律が畠中に占める割合も少ない。

一方、第立群の作品は拍分割型の旋律が多い。譜例 7の例ではスクイ

による同音反復や、開放弦の挿入による拾の分割、シンコペーションな

ど、多様な拍の分欝方法が用いられている。途中からは 同ーヲズムの

短いフレーズが繰り返し奏され、 f踊り地jなどと同様にリズムフレーズ

が旋律生成の基盤として機能している。

譜例7 第2群における拍分害控の旋律例く鳥羽絵〉より
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7.結論

この小論では、作曲年代の異なる 2つの分析対象群を設定し、両者を

比較することで、時代や作品の性格によって三下り曲の旋律を生み出す

仕組みにどのような変化が起きているのかを考察した。
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享保~寛延期の作品である第 1群と、天保~弘化期の作品である第豆

群は、左手の樟上の運動パターンによる fゆるやかな旋律型」を基本に

旋律が生成される点では共通している。しかし旋律の傾向には違いがあ

ることがわかった。今回考察対象とした 3種類の旋律型のうち、第 I群

では旋律型Aが曲の大半で使われ、下行形のフレーズを中心に曲が構成

されている。第E群では、曲中に占める旋律型Aの割合が減少して、旋

律型Bの割合が増加し、旋律型Aについては上行形のフレーズが増えて

いることが明らかになった。これは、第E群では第 I群よりも高い音域

で旋律が展開していることを示している。また、第 I群と第豆群とでは、

旋律にリズムを与える方法に領向の違いがみられた。第 I群では、基本

拍の音倍を基準とし、同音の繰り返しゃ音儲の引き延ばしによって旋律

のリズムを作り出す f等拍付加型j が多いのに対し、第E群では、基本

拍をスクイやハジキなどの特殊奏法や開放弦の音を挿入することにより

分裂してリズムを与えていく f拍分割型」が多いことがわかったc

旋律生成法の多様性においても、 2つの対象虫群には違いがみられる。

第 I群では、左手の梓上の運動が唯一の旋律生成原理であるのに対し、

第豆群では、複数の旋律生成原理が併存している。第E群では、旋律の

音高進行が左手の梓上運動よりも先に想定されている例が見られた。組

の種告の旋律様式を模散する場合がこれに当たり、三下り旋律を作り出

す通常の左手の運動とは異なる動きが現れることもある。また第E群で

は、抱の作品から旋律が引用される例や、旋律が短いリズムパターンに

基づいて生成される例も見られた。

第 I群の作品は相互に様式的類似性が高いのに対し、第豆群の作品は、

使用する旋律型の割合や、等拾付加型の旋律と拍分割型の旋律の害j合を

変化させることで、多様な曲調を作り出している。<巽八景>やく助六
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>では旋律型Aの占める割合が高く、 r6立・7J という音型がしばしば挿

入されるなど、第 I群の旋律との共通点が多いが、一方で上行フレーズ

や拍分欝型の旋律も使用され、この時代の特徴も有している。<健f轟師

>は、旋律型CとAを中心とした旋律で、古い時代の三下りの旋律様式

を模倣しているように思われるo <官女>とく鳥羽絵>は、拍分割型の

旋律が多いリズム主体の曲課で、曲中での旋律型Bの使用頻度が高いと

いう点で類似している。<秋の色種>と<花見車>も旋律型Bの使用頻

度が高い曲であるが、嘆の伴奏旋律で等拍付加型の旋律型が用いられて

いるために、<官女>や<鳥羽絵>の曲調とは異なる印象を受ける。こ

れまで三下りの曲調の違いは、曲の途中でーの糸を高くして三下りとす

る f高三下り j であるかどうかという観点から論じられることが多かっ

たが、曲調の違いを作り出す直接的な要因は、旋律型の使用分布やリズ

ムの特徴など、この小論で考察してきた、より具体的な音の生成方法の

違いであると考えられるG

今回対象曲として選んだ2つの作品群の作曲年代には、約 100年の開

きがある。この小論で明らかになった旋律生成の仕組みの違いが、いつ

頃から生まれたものなのか、また詞じ年代の作品でも作曲家により旋律

生成の方法に違いはないのかなど、長唄の旋律生成の仕組みについては、

本研究を手がかりに、さらに研究を進めていく必要がある。

謝辞 長唄唄方の稀音家義丸師iこ辻、楽譜資料をお{昔りした位、長唄演奏家の方々

の間で伝承されている旋律の解釈や意味についても多くのことを教えて頂きました。

ここに記して感謝の意を表します。
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注

1 )三下りの調弦は、下の譜iこ示すように、ーと二の糸が完全4慶、二と三の糸も

完全4震の音程関係にあり、開放弦に 1オクターブの関係が存在しないのが特

徴である。曲の途中から三下り調弦が用いられる時に辻、本調子の三の糸を全

音下げて三下りにする場合と、二上りのーの糸を全音上げて三下りにする場合

の二通りがあり、後者は f高三下り j とも呼ばれる。

譜三下りの調弦(音高は相対音高)

ハ 主ち寸戸h
.ず

ーの糸 二の糸 三の糸

2) 第 I群と第百群では曲数に違いがあるが、これは第 I群の曲では三下り部分が

大半を占めているのに対して、第百群の曲は、龍の一部にしか三下りが用いら

れないものが多いためである。全棒の分析対象小節数は、第 I群の方が多くなっ

ている。分析に使毘した楽譜は、第 I群の 3曲および第E群のく花見車>につ

いては、長唄唄方の稀音家義丸師作成の譜を、第E群の残る 8曲については小

十郎譜(東京:邦楽社〉を使用した。またく鳥羽絵>の前弾きは後世に追捕さ

れたものであるため、分析対象から除外した。

3) 現行の地歌三弦曲とほぼ同じ旋律を有する曲もある。椀えば、分析対象曲であ

るく枕獅子>は、歌詞や旋律の大半が、地歌のく石犠> (三下り芝居歌。芳村

金七、芳村藤四郎作曲〉と共通している。

4) 閉じ勘所 (p2における薬指の勘所)を人差指で押さえる場合に辻、左手首の

ポジションが P3に移動する。図 1において薬指で押さえる勘所の上に rP 3 J 

とあるのはそのためである。

5) 小十郎譜は相対音高による音高表示譜で、 1=ド、 2=レ、 3=ミに対志して
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いる。数字の左側iこ点ト〉がついている場合は 1オクタープ低い音域を、右

側に点がついている場合は 1オクターブ高い音域を示している。
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